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長崎歴史文化博物館 
（40万人） 

中華街 

オランダ坂 

孔子廟 

大浦天主堂 

グラバー園 
（97万人） 

長崎県美術館 
（38万人） 

県庁跡地 

浜町 
アーケード 

平和公園 

長崎原爆資料館 
（67万人） 

眼鏡橋 

主要施設名 
（H30来場者数） 

出島 
（54万人） 

ジャイアント 
カンチレバークレーン 

占勝閣 

交流拠点施設 
新長崎警察署 

新県庁舎 水辺の森公園 

長崎 
BizPORT 

新市立 
病院 

ｸﾚｲﾝﾊｰﾊﾞｰ 
長崎ﾋﾞﾙ 

浜町 
再開発 

新市庁舎 
建設 

新大工 
再開発 

51,537台/日 
14,538台/日 

15,563台/日 

21,945台/日 

27,624台/日 

23,649台/日 

39,075台/日 

7,946台/日 

36,297台/日 

18,623台/日 

16,198台/日 

42,046台/日 

21,189台/日 

E96 

長崎市中心部 

図面１ 

長崎歴史文化博物館 
（40万人） 

中華街 

オランダ坂 

孔子廟 

大浦天主堂 

グラバー園 
（97万人） 

長崎県美術館 
（38万人） 

県庁跡地 

浜町 
アーケード 

平和公園 

長崎原爆資料館 
（67万人） 

眼鏡橋 

主要施設名 
（H30来場者数） 

出島 
（54万人） 

ジャイアント 
カンチレバークレーン 

占勝閣 

幸町跡地 
活用 

交流拠点施設 
新長崎警察署 

新県庁舎 水辺の森公園 

長崎 
BizPORT 

新市立 
病院 

ｸﾚｲﾝﾊｰﾊﾞｰ 
長崎ﾋﾞﾙ 

浜町 
再開発 

新市庁舎 
建設 

新大工 
再開発 

日本二十六聖人 
殉教地 

58,695台/日 



新駅舎 

松が枝国際ターミナル 

●新駅舎が150m西側へ移転するため、 
   乗り継ぎ客の利便性が低下 
●路面電車電停のバリアフリー化が不十分 
●国道の交通量が多く、歩行者の平面横断 
  が困難 

N 

交通量58,695台/日 
交差点処理が困難 

多くの電停・バス停が分散 

駅とバス停・電停が遠くなり 
利便性が低下 

長崎歴史文化博物館 
（40万人） めがね橋 

中華街 

出島 
（54万人） 

オランダ坂 
孔子廟 

大浦天主堂 

長崎県美術館 
（38万人） 

路面電車 
松が枝～長崎駅の直通運転不可 

●クルーズ船と公共交通等との結節機能とアクセス 
   の強化が必要 
※２バース化により更なるクルーズ客船の寄港が可能 
   となり、大量のクルーズ客の市内・県内との周遊性の 
   確保が必要 

長崎県・長崎市 

公共交通との結節機能が不十分 
（市内等への回遊ができない） 

長崎駅 
（現在） 

旧グラバー住宅 
グラバー園 
（97万人） 

主要施設名 
（H30来場者数） 

浜町 
アーケード 

Ｈ３０（入港数全国第３位） 
 クルーズ船 ２２０隻 
 利用者数 ９３６千人 

県庁跡地 

幸町跡地 
活用 

交流拠点施設 

新県庁舎 

長崎 
BizPORT 

新市立 
病院 

ｸﾚｲﾝﾊｰﾊﾞｰ 
長崎ﾋﾞﾙ 

浜町 
再開発 

新市庁舎 
建設 

新長崎警察署 

駅乗降客数2.1万人/日 
Ｒ４年度 新幹線開業 

日本二十六聖人 
殉教地 

図面２ 



国道202号 

アミュプラザ 

県庁 

交流拠点施設 

長崎署 

宝町交差点 

稲佐橋交差点 

浦上川線 

旭大橋 

NHK 

県交通局 

ﾍﾞｽﾄｳｪｽﾀﾝﾎﾃﾙ 

多目的 
広場 

県営バス 
ターミナル 

至 東部 

至 北部・西部 

交通会館前バス停 
※降車専用 

長崎駅南口バス停 

長崎駅東口バス停 

改札口 

予備バース 

路線バス 

高
速
バ
ス

 

路線バス 

観光バス 
団体バス 

路線バス 

西坂公園 

駅前商店街 

長崎駅周辺計画平面図（広域） 

凡例     

     二次交通までの歩行者動線（地上） 

     二次交通までの歩行者動線（２階） 

      路面電車電停 

     バス乗降場 

     タクシー乗降場 

現時点の案であり、今後変更の可能性があります。 

予備バース 

図面３ 



 

 

ｐ 

長崎駅における駅前交通広場の現計画（案）と課題 

高速バス：４台 

長崎駅前電停 

現在通過便数 約 720便/日 

 

路線バス（通過型南口） 

現在通過便数 約 1,100便/日 

 

          屋根 

          バス・電車 

タクシー乗降場・プール 

一般車乗降・駐車場 

ＮＨＫ 県営バス 

ターミナル 

長崎駅東口駅前広場 検討状況図 

【課題】 

・駅から電停までの距離が遠い 

・駅から通過型バス停までの距離が遠い 

【現計画での対応】 

・駅前広場内にバス停を整備し、起終点型、循環型、一部通過

型バスの引き込みを検討 

【課題】 

・国道横断は、電停アクセスは立体横断 

（平面横断困難） 

【現計画での対応】 

・電停にエレベーターを設置 

改札口 

長崎駅東口駅前広場 
※現在検討中であり、確定し
た計画ではありません。 

【課題】 

・バス停が分散し、初めて訪れた観光客等に 

とってわかりにくい 

【現計画での対応】 

・案内の充実 

・一部バス停の統合（南口バス停（北向き）） 

【これまでの検討経過】 

〇路面電車の駅側への引き込みを検討（ﾄﾗﾝｼﾞｯﾄﾓｰﾙ線への引き込み、電停のｻｲﾄﾞﾘｻﾞﾍﾞｰｼｮﾝ） 

⇒引き込みによる運行ロスの発生及び交差点処理が困難 

〇国道 202 号の平面横断 

⇒安全に横断できる信号時間の確保と国道の円滑な交通確保の両立が困難 

〇バス停の集約 

⇒駅前広場内での集約は、駅を通過する利用者の利便性低下となるため困難 

〇国道横断デッキの更新 

⇒将来の平面横断実現や国道改良等を踏まえ、当面、既存デッキを活用する 

 上記について、関係者で協議調整し、現計画で整備予定 

ＪＲ 163本/日（H30時点） 

（特急48、ﾛｰｶﾙ115） 

図面４ 



Ａ．クルーズ客船の受入拠点となる国際ターミナル機能の強化 
Ｂ．国内外の観光客の快適な移動を支える交通結節機能の強化 
Ｃ．来訪者に充実したサービスと楽しさを提供する観光・交流機能 
  の強化 
Ｄ．地域の安心快適な暮らしを支える都市機能の強化 

松が枝国際ターミナル 

旧グラバー住宅 
（産業革命遺産） 

大浦天主堂 
（潜伏キリシタン関連遺産） 

路
面
電
車 

路面電車の延伸構想 

旅客ターミナル 

２バース化 

H31.3 県市とりまとめ 

緑地 国際ターミナル機能 

観光・交流 
機能 

※第5回会議の意見を踏まえた修正 
 
3/26修正 
・図形を四角から楕円に変更 
・旅客ターミナル・緑地を国際ターミナル機能に修正 
3/29修正（長崎市意見） 
・「配置等を確定するものではない」旨を追記 

各機能の位置は、あくまでイメージであり、
配置等を確定するものではありません。 

012660
四角形

012660
テキストボックス
図面５


